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3.  山腹崩壊発生地と森林状態等の関係に関する調査 

 過去の調査結果のポイント 

 近年の山腹崩壊の特徴を以下にまとめる。 

 

表 3.1 過去の災害調査資料のまとめ 

資料名 流木災害 中間取りまとめ H30 中間取りまとめ 

災害地 九州北部 広島 愛媛 

地質 深成岩（花崗岩），変成岩類

（結晶片岩） 

火山岩、深成岩（花崗岩） 付加コンプレックス 

林齢 若齢木の災害割合が高い。 

その崩壊深度は 1〜2m 

若齢木の災害割合が高い 若齢木の災害割合が高い 

降水量 500mm 以上(日)にて崩壊

が多い 

570mm(11 日間)降雨 965mm(11 日間)降雨 

地形 0 次谷等の凹地形 0 次谷からの崩壊に加え尾

根から崩壊 

尾根谷度では尾根（凸地形） 

尾根谷度では谷（凹地形） 

崩壊深度 3m を越え根系の深さより

も深いものが大半 

10m を超すものもあった 

現地調査の箇所では 3m 程

度の深いものもある 

記述なし 

施業効果 少なからず影響はあった 記述なし（広葉樹が多い） 記述なし 

その他  流下距離が長く、侵食が深

く進行、結果コアストーン

なども巻き込み被害が拡大 

 

 

 広島 7,610 箇所（広島大学災害調査団；地理学グループ）、愛媛 876 箇所（愛媛大学調査団；地

理学グループ）は、がけ崩れ、渓流の浸食拡大といった災害もある。 

尾根谷度を計算した GIS のメッシュサイズは 250m であり 10~20m 程度の崩壊の特徴を捉えら

れなかった可能性がある。  
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 平成 29 年九州北部豪雨（流木災害中間取りまとめ） 
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 平成 30 年 7 月豪雨（中間取りまとめ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆中間取りまとめにおける災害発生の特徴（ポイント） 

ポイント⑤ 長い流下距離により渓岸・

渓床が侵食 

 尾根部付近からの崩壊により、長い流

下距離で、渓岸・渓床を侵食しながら多

量の土砂・土石が流下し被害が拡大  

ポイント⑥ コアストーン等の流下 

流下した 土石の中に 2m～ 3mの未風

化の花崗岩の巨石（コアストーン ）等が

あり、破壊力が増して下流への被害が

拡大  

ポイント⑦ 治山ダムの破損 

 治山ダム は、コアス トー ン等によ り、

袖部等が破損して いるものも確認さ

れた が、溪床勾配の緩和により侵

食量が低減され、流下土砂量の抑

制効果は発揮  

ポイント⑧ 課題となった警戒避難体制 

 避難指示があったにも関わらず 多くの住民

が避難せず被害が拡大 （一方で、住民が異

常な出水を確認し避難したことにより、人的被

害に至らなかった事例あり） 

ポイント② 脆弱な地質地帯 

 長時間の降雨により、火成岩類や

崖錐堆積物等が堆積した脆弱な地

質地帯で崩 壊が多発  

ポイント③ 森林の機能を超えた災害 

 崩壊深さは、根系の影響する 範囲を超

えた 深さにまで及ん だことが確認されて

おり、森林の山地災害防止機能の限界

を超えて発生  

ポイント① 長時間の降雨 

 数日間に及ぶ比較的長時間続いた

降雨  

ポイント④ 尾根部付近＊からの

崩壊  

 通常崩壊が発生しにくい尾根部

付近でも、長時間の降雨によ り

地下水が上昇し土層が著しく飽

和して崩壊が多発  

＊０次谷上流の遷急線上部の緩やかな斜面 
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⑤  樹種（樹種と尾根谷度との関係）〈参考資料 図14 (P31,32)、図15 (P33-36)〉 

④の尾根谷度の結果を踏まえて樹種との関係性をみると、広島県にお

ける樹種と尾根谷度との関係は、代表エリアにおいて、森林地域全体で

はスギ、ヒノキ、その他針葉樹及び広葉樹の各樹種とも尾根部に偏って

分布しており（スギ：56％、ヒノキ：63％、その他針葉樹：63％、広葉

樹：63％）、山腹崩壊発生地点では各樹種ともさらに尾根部（凸地形）

に著しく偏る傾向が見られた（スギ：73％、ヒノキ：76％、その他針葉

樹：73％、広葉樹：74％）。 

一方で、愛媛県ではスギ、ヒノキ、その他針葉樹及び広葉樹は各樹種

とも尾根部に偏って分布しているが（スギ：51％、ヒノキ：63％、その

他針葉樹：70％、広葉樹：63％）、山腹崩壊発生地点では、スギの尾根

部での崩壊発生は小さくなっているものの、森林全体でみれば依然とし

て尾根部への偏りがあり、その影響は限定的である（森林全体：56％、

スギ：42％、ヒノキ：63％、その他針葉樹：66％、広葉樹：62％）。 

このことから特に広島県ではいずれの樹種も尾根地形に偏って発生

した傾向がより顕著にみられ、山腹崩壊の発生には、樹種に関わらず、

地形条件等の違いによる影響がより大きいと考えられる。 
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